
昭和24年の市制施行にあたり、山形
新聞紙上での公募により決定。新庄
が雪で名高いところから、外郭を雪の
結晶で型取り、中央は新庄の新を単
純化したもの。 
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行財政改革 

�

夢
の
も
て
る
新
庄
市
を
創
る
た
め
に
行
財
政
改
革
大
綱
や
財
政
再
建
計
画
な
ど
を
着
実
に
実
施
し
、社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
簡
素
で

効
率
的
な
市
政
を
実
現
し
て
い
く
に
は
、「
市
民
と
行
政
の
協
働
」「
市
役
所
職
員
の
意
識
改
革
」が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し
て
、

市
長
に
次
の
よ
う
な
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、失
敗
を
恐
れ

ず
小
さ
な
こ
と
か
ら
協
働
を
経
験
し
輪

を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
活
動
す

る
市
民
団
体
を
広
く
紹
介
し
賞
賛
す
る

こ
と
が
、市
民
の
や
る
気
を
高
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。ま
た
、市
民
と
行
政
の
パ

イ
プ
役
で
あ
る
市
議
会
議
員
の
積
極
的

な
関
わ
り
と
支
援
は
、協
働
の
効
果
を
増

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

協
働
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
た
め
に

は
、市
民
へ
の
具
体
的
な
目
的
の
設
定
や

方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、最
初
の
数
年

間
は
細
か
な
行
政
の
支
援
が
必
要
で
す
。

　

協
働
推
進
に
お
け
る

　

市
民
と
行
政
の
役
割

【
市
民
と
職
員
の
意
識
改
革
】

●
協
働
に
向
け
た
行
政
業
務
の
見
直
し

●
協
働
で
実
施
し
て
い
る
事
業
と
協
働

で
進
め
た
い
事
業
の
一
覧
の
作
成

●
市
職
員
の
意
識
改
革

●
お
互
い
に
協
働
し
た
く
な
る
よ
う
な
、

職
員
と
市
民
の
信
頼
関
係
づ
く
り

●
市
民
へ
の
啓
蒙
活
動

●
区
長
や
市
民
を
対
象
に
し
た
研
修
、

講
演
会
、町
内
活
動
発
表
会

【
市
民
組
織
づ
く
り
】

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

●
新
た
な
市
民
組
織
づ
く
り

【
継
続
的
な
活
動
支
援
】

●
活
動
の
目
的
や
計
画
を
明
確
に
示
す

●
方
法
な
ど
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

●
地
域
・
市
民
活
動
を
受
け
入
れ
る
体

制
づ
く
り

●
や
る
気
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
施
策

●
職
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
市
民
活
動

へ
の
支
援
を

【
継
続
的
な
情
報
発
信
】

●
結
果
や
進
捗
状
況
の
報
告

●
協
働
と
い
う
観
点
で
の
新
た
な
情
報
の

発
信

　

将
来
に
向
け
た
協
働
の
あ
り
方

　

今
、市
民
と
行
政
の
役
割
を
大
き
く

変
え
て
い
く
た
め
に
は
、市
民
と
行
政
が

と
も
に
こ
れ
ま
で
の
失
敗
を
反
省
し
、原

点
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
れ
を
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
施
策
な

ど
を
方
向
転
換
し
た
の
で
は
市
民
と
職

員
の
納
得
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。だ
れ
が
悪

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、市
民
と
職
員

が
と
も
に
反
省
す
べ
き
は
反
省
し
、こ
れ

か
ら
の
新
し
い
新
庄
市
に
向
か
っ
て
互
い

に
協
力
し
て
い
こ
う
と
い
う「
ス
テ
ッ
プ
」

を
踏
ん
だ
う
え
で
、協
働
の
具
体
的
な
施

策
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

協
働
の
目
的
は
、市
民
と
行
政
が
と
も

に
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
・
自
慢
で
き
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
、次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
で

あ
り
、そ
れ
が
わ
た
し
た
ち
大
人
の
役
割

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

市
行
政
改
革
市
民
委
員
会
か
ら

行
財
政
改
革
に
関
す
る
提
言

▲第5回新庄市行政改革市民委員会（2月26日／市役所）

市
民
と
行
政
の
役
割
に
つ
い
て

　

協
働
と
は
、地
域
の
課
題
を
一
緒
に
考

え
、解
決
に
む
け
て
一
緒
に
行
動
す
る
こ

と
と
し
て
、市
民
と
行
政
の
望
ま
し
い
関

係
の
も
と
、市
民
の
行
政
へ
の
協
力
と
住

民
自
治
の
促
進
が
重
要
な
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。

　

「
協
働
」
を
進
め
る
た
め
の
課
題

　

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
地
域
活

動
の
な
か
で
、新
庄
ま
つ
り
、資
源
リ
サ
イ

ク
ル
、生
ご
み
た
い
肥
化
な
ど
市
独
自
の

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。し
か
し
、地
域

や
市
民
の
協
働
に
対
す
る
意
識
や
現
状

と
し
て
は
、市
民
と
行
政
が
今
ま
で
の
行

政
依
存
型
社
会
に
慣
れ
て
し
ま
い
、「
協

働
」の
必
要
性
を
ま
っ
た
く
感
じ
て
い
な
い

人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
や
る
気
を
育
て
て

　

市
民
活
動
の
支
援
を

　

市
民
と
行
政
が
互
い
に
協
働
へ
の
理
解

を
深
め
、今
ま
で
の
協
働
に
よ
る
活
動
を

市行政改革市民委員会からの提言
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目
指
す
べ
き
職
員
像
に
つ
い
て

　

行
政
改
革
を
今
ま
で
以
上
に
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、ま
ず
市
職
員
自
身
が
意

識
改
革
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。意
識

改
革
の
先
に
は
、能
力
の
高
い
職
員
が
行

政
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、市
民
に
信
頼

さ
れ
、と
も
に
協
働
し
て
い
く
姿
が
見
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

目
指
す
べ
き
職
員
像

　

職
員
の
意
識
・
能
力
・
資
質
・
日
常

業
務
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
、将
来
に
わ
た

り
目
指
し
て
ほ
し
い
職
員
像
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
が
市
民
で
あ
る
こ

と
を
明
確
に
認
識
し
行
動
す
る
職
員

②
危
機
的
財
政
状
況
を
理
解
し
、経
営

感
覚
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
職
員

③
接
遇
態
度
が
市
民
に
と
っ
て
わ
か
り

や
す
く
親
し
み
や
す
い
職
員

④
常
に
自
己
啓
発
を
行
い
、職
責
に
応
じ

た
知
識
・
能
力
の
向
上
に
努
め
る
職
員

⑤
現
状
に
対
す
る
問
題
意
識
を
持
ち
、

業
務
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
む
職
員

⑥
社
会
人
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
期
待
さ
れ
る
職
員

⑦
行
政
に
関
す
る
政
策
形
成
能
力
を
発

揮
し
、行
動
意
欲
に
た
け
て
い
る
職
員

⑧
担
当
業
務
は
も
と
よ
り
、行
政
全
体
に

対
す
る
強
い
責
任
感
を
も
っ
て
い
る
職
員

⑨
公
平
に
、公
益
的
に
正
し
い
判
断
が
で

き
る
職
員

⑩
上
司
・
部
下
・
関
係
部
署
と
報
告
・
連

絡
・
相
談
を
密
に
行
え
る
職
員

⑪
市
民
へ
の
情
報
発
信
に
積
極
的
に
努

め
る
職
員

　

職
員
の
意
識
改
善
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト

【
基
本
的
意
識
・
能
力
の
向
上
】

　

電
話
・
あ
い
さ
つ
・
説
明
な
ど
の
基
本
的

な
接
客
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
／
社
会
人

と
し
て
、市
職
員
と
し
て
の
意
識
向
上
／

地
域
社
会
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
／
職

場
内
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
充
実
に
よ
る
情
報
・
意
識
の
共
有
化

／
企
画
力
・
行
動
力
な
ど
多
様
な
能
力

を
持
っ
た
人
材
の
採
用

【
教
育
研
修
の
充
実
・
予
算
化
】

　

自
主
企
画
や
民
間
企
業
体
験
な
ど
の

外
部
研
修
へ
の
支
援
／
多
様
な
職
場
経

験
に
よ
り
対
応
力
・
知
識
を
身
に
つ
け
る

／
経
営
意
識
・
能
力
の
向
上
の
た
め
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
役
職
ご
と
の
研
修
。特

に
管
理
職
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
／
上
司
に
よ

る
身
近
な
意
識
・
能
力
に
関
す
る
教
育

【
シ
ス
テ
ム
の
改
善
】

　

行
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
全
職
員

の
持
ち
回
り
参
加
／
意
識
・
能
力
の
高
い

職
員
が
昇
格
す
る
人
事
制
度
の
確
立
／

役
職
に
応
じ
た
昇
任
試
験
・
人
事
評
価

制
度
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
／
職
員
提
案
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
制
度
の
確
立
／

業
務
ミ
ス
の
共
有
化
、迅
速
な
対
応
策
の

構
築
／
庁
舎
内
に
お
け
る
人
事
交
流
に

よ
る
活
性
化
の
推
進

　
「
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
は
市
民
」

　

原
点
に
返
っ
た
業
務

　
「
目
指
す
べ
き
職
員
像
」と
し
て
掲
げ

た
十
一
項
目
を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
真
剣
に
受
け
止

め
、市
が
お
か
れ
て
い
る
現
状
を
職
員
は

も
と
よ
り
市
民
も
共
有
す
る
こ
と
が
、

今
、最
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。市
民
を
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
す
る
と

い
う
原
点
に
返
り
業
務
を
遂
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、市
民
と
の
信
頼
関
係
を
築

き
、行
政
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

今
回
の
提
言
が
、人
材
育
成
方
針
な

ど
具
体
的
に
実
践
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、今
以
上
に
市
職
員
が
市

民
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
存
在
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、将
来
を
担
え
る�
人
財
�

と
な
る
こ
と
を
大
い
に
望
み
ま
す
。

新庄市行政改革市民委員会委員
（任期　17年4月～19年3月）

会　　長　佐藤太朗（新庄市区長協議会副会長）
会長代理　奥山貴裕（（社）新庄青年会議所）
委　　員　井上圭子（子育て情報誌「ママ・ナビ」編集長）

佐藤亜希子（市民活動団体LINKS）
佐藤利美（市農業委員）
佐々木代子（NPO法人子育てネットワーク
　　　　　　  「バルボンさん」副代表理事）
樋口修（表現遊びサークル「ちゃれんこ」後援会代表）
藤島憲夫（前連合山形新庄・最上地域協議会議長）
矢口勝男（前新庄駅前郵便局長）
涌井正和（㈲新庄東山焼代表取締役）

 
提
言
に
あ
た
っ
て

　

今
後
、
市
に
お
い
て
限
ら
れ
た
行
政

資
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
市
民
・
議
会
・
行
政
の
三
者
が
一

体
と
な
っ
て
、
大
き
く
広
い
視
野
か
ら

積
極
的
に
「
協
働
」
す
る
新
し
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
形
を
作
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
市
民
委
員
会
は
、
全
市

職
員
が
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
た
め
、

ま
た
、
今
ま
で
の
行
政
主
導
型
か
ら
市

民
主
導
型
に
よ
る
自
治
活
動
が
行
い
や

す
い
環
境
を
作
り
、
市
民
・
企
業
・
行

政
に
よ
る
「
協
働
」
体
制
の
確
立
を
目

指
す
た
め
「
市
民
と
行
政
の
役
割
」「
目

指
す
べ
き
職
員
像
」
の
二
つ
に
つ
い
て

提
言
い
た
し
ま
す
。

　

市
職
員
が
変
わ
れ
ば
市
民
も
変
わ
り

ま
す
。
今
は
、
市
民
が
行
政
任
せ
の
意

識
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
者
で
あ
る

と
い
う
意
識
に
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。「
協
働
」
を
通
し
て
わ
た
し
た
ち
市

民
も
力
の
限
り
協
力
す
る
所
存
で
す
。

　

今
回
の
提
言
を
今
後
の
改
革
に
少
し

で
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
「
安
全
・
安

心
・
安
定
し
た
新
庄
」
の
実
現
を
と
も

に
目
指
し
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

新
庄
市
行
政
改
革
市
民
委
員
会

会
長　

佐
藤　

太
朗

行財政改革 行財政改革 行財政改革 
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祝日は収集するの？

○年末年始を除いて祝日も収集しています。
毎年3月に配布する「家庭ごみ・資源収集
日程表」を保管し
ご利用ください。

電池はどうしたらいいですか？

○ごみステーションの乾電池回収容器に入れ
てください。

○ごみステーションに乾電池回収容器がない
場合は、市内電器店か
市役所環境課までお
持ちください。

問い合わせ
の出し方みみみみみみみみみみみごごごごごごごごごごご １１１１１１１１１１００００００００００ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベススススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトベスト１０

粗大ごみの出し方は？

【処理場まで運べるとき】リサイクルプラザもがみ（舟形

町／�32-2042／土曜日定休）へ直接搬入してください。

ただし、ふとんやマットレス類は1枚ずつ丸めてひもでつ

なぎ、エコプラザもがみ（鮭川村／�22-3838／日曜日定

休）へ搬入してください。どちらの施設も有料（140円／10

㎏）です。

【処理場まで運べないとき】

○下記の指定収集業者へ電話で直

接申し込んでください。市内を

2地区に分けています

◆燃やせるごみの収集日が　

　・月曜日・木曜日の町内

　　　→　マルミツ産業㈱（�22-0896）

　・火曜日・金曜日の町内

　　　→　㈱新庄清掃（�22-2011）

○収集業者の指示に従って粗大ごみ用証紙（500円～2，000

円）を購入してください。

○指定された日の朝8時までに玄関前に出してください。

新聞・雑誌の出し方は？

○必ず白い紙ひもで束ねてください。
○町内会・子ども会などの資源回収をご利用
ください。また、市内故紙回収業者に自分
で搬入すれば無償で引き取ってもらえます。
（業者につい
ては環境課へ
お問い合わせ
ください）

割れたガラスの出し方は？

○ごみステーションまで運ぶときに袋が破け
なければ、包まなくてもかまいません。

○包む場合は、中身が見えるように透明なも
ので包んでくださ
い。中が見えない
場合は、分別状況
が確認できないた
め収集されない場
合があります。

プラスチック製品は燃やせるごみ？

スプレー缶の出し方は？

○缶・ペットボトルの収集日にごみステーションにコンテ
ナなどで出してください。

○コンテナの中はアルミ缶・スチール缶・ペットボトルと
混ざってもかまいません。

○中身を使い切ってから出してください。
○危険ですので“燃やせないごみ”の袋で
は絶対に出さないでください。

○カセットボンベやライターもコンテナ
に入れて出してください。

○プラスチック製品は“燃やせるごみ”です。ただし、金
属部分があるものは“燃やせないごみ”です。

○ポリタンクなどの容器類は、中の液体を必ず抜いてから
出してください。

※指定ごみ袋に入っても、
袋の口が閉められない
場合は“粗大ごみ”に
なります。
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テレビ（ブラウン管式）・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコンの出し方は？

○“燃やせないごみ”や“粗大ごみ”としては出せません。リサイクル料を支払って出してください。
【方法　その１】
郵便局でリサイクル券を購入し、
指定場所（市内には2カ所ありま
すが、メーカーにより異なりま
す）に自己搬入する。
【方法　その２】
小売店に依頼する。（リサイクル料のほかに手数料・運搬料がかかります。料金は店によって異なります）

パソコンの出し方は？

○パソコンのメーカーに直接回収の申し込みをして
ください。

○自作パソコンなど回収するメーカーがない場合は
「パソコン3R推進センター」に申し込んでください。

パソコン3R推進センター　�03-5282-7685
http://www.pc 3r.jp/uketsuke.html

その他の電化製品の出し方は？

「食品トレーリサイクル」の正しい出し方

透明な食品トレーで
回収できるもの

※有色の食品トレーはマークがな
くても回収できます。ただし、
一面が金・銀のトレーは回収で
きません。 ◎詳しくは、環境課環境保全室へ。�内線４３１

×××××▲卵パックなどのPETマークのも
のは出せません。

▲ラベルやシールが残った場合
は、切り取るか“燃やせるご
み”として出してください。

▲ラベルやシールはきれいにはが
すか切り取りましょう

▲残ってしまったフィルムは切り
取りましょう

▲洗って乾かしましょう

○ビデオデッキ・掃除機・オーブントースター・電
子レンジ・ラジカセなどの電化製品は、指定ごみ
袋に入る場合は“燃やせないごみ”、入らない場合
は“粗大ごみ”です。

○電池は必ず取
り外してくだ
さい。

ベベベベベベベベベベベススススススススススストトトトトトトトトトト１０



▲ちびっこすもう大会

▲ボール早取り合戦

▲雪上パン食い競争 ▲雪上障害物競走

�

▲まつりの夜を彩った雪上花火

�を楽しむ
第36回新庄雪まつり第36回新庄雪まつり
～冬の最上のおもてなし～
～響け！夜空のハーモニー～
～響け！魂のハーモニー～
19年2月10日～11日
今年度の最大深雪が50cm（1月15日／気象台）と、
記録的な少雪の中で雪まつりが開催されました。

＊＊＊

▲巨大雪像

▲スノーボールバトル2007▲陸上自衛隊第20普通科連隊が納豆汁
作りも協力

▲納豆汁おいしい！

▲新庄商工会議所婦人部による納豆汁振る舞い

▲氷柱によって作り上げられたメインステージの
キャンドルオブジェ

▲アイスキャンドル ▲主催者・ボランティアが3, 000個以上のアイス
　キャンドルを点灯

▲すべり台でおおはしゃぎ

▲交通ルールを学んだ雪中かるた取り大会
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雪国文化の継承と雪国の未来を展望しつつ、雪を楽しもうと開催。

▲大人気のキャラクターショー

▲▲ちびっこすもう大会ちびっこすもう大会

▲▲ボール早取り合戦ボール早取り合戦

▲▲雪上パン食い競争雪上パン食い競争 ▲▲雪上障害物競走雪上障害物競走

▲雪中宝さがし ▲雪の里情報館利用者団体による合同発表会

▲市認証保育所の子どもたち ▲北部保育所の子どもたち

�������	
���
19年2月10日～11日

第36回新庄雪まつり
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　睡眠は心と体の健康に密接に関係しています。毎日を
健康に過ごすためにも、快適な睡眠を手に入れましょう。

こんなことはありませんか・・・睡眠障害

こんなことはありませんか？
○なかなか寝つけない
○早く目が覚めてしまう
○夜中に一度目覚めてしまうと寝にくい

　本人が不眠と気づいていない場合や、眠れないことを
あきらめている場合も少なくありません。
　睡眠障害は、疲労感や情緒不安定、判断力の低下につ
ながり、最悪の場合、交通事故や労働災害を引き起こす
危険性があります。また、睡眠障害は、うつ病や脳血管疾
患、循環器疾患など、心や体の病気の症状として表れる
こともありますので、早めに医師に相談しましょう。

快適な睡眠のための7つの法則
1. 快適な睡眠でいきいき健康生活
○定期的な運動で熟睡を導きましょう
○しっかり朝食をとり、体を目覚めさせましょう
2. 睡眠は人それぞれ
○加齢とともに睡眠時間は短くなります 。8時間睡眠に
こだわらないようにしましょう

○無理に眠ろうとふとんの中で長時間過ごすと熟睡
感は減ります

3. 快適な睡眠は自ら作り出す
○「睡眠薬代わりの寝酒」は睡眠の質を悪くします
○寝床で悩み事を考えないようにしましょう

4. 眠る前に自分なりのリラックス法を
○ぬるめの湯で入浴することが寝つきには最適です
○自然に眠くなってから寝床につくようにし、眠ろうと
意気込むことはかえって逆効果です

5. 目が覚めたら、光をあびて、体内時計をスイッチオン
○同じ時刻に毎日起床します
○休日に遅くまで寝床で過ごすと、翌日の朝がつらく
なります

6. 昼寝は短く
○短い昼寝でリフレッシュすることができます。昼寝を
するなら午後3時前の20～30分が最適です
○夕方以降の昼寝は夜の睡眠に悪影響があります
7. 睡眠障害は専門家に相談
○睡眠障害は「体や心の病気のサイン」となっているこ
ともあります
○寝つけない、熟睡感がない、十分眠っても日中の眠
気が強い場合は要注意です

○睡眠中の激しいいびき、足のむずむず感、歯ぎしりも
要注意です

いきいき健康づくり新庄21（こころの健康編）
～よく眠れていますか？～ ◎健康課健康推進室�内線513

市営バスのお知らせ
～4月2日運行開始～

【運行時刻表】運行時間が決まりました
●県立病院前・土内線（1日3便）
土内→県立病院前

県立病院前→土内

●県立病院前・芦沢線（1日2便）
芦沢→県立病院前

県立病院前→芦沢

　

◎詳しくは、政策経営課企画政策室へ。�内線241

市民課窓口の時間延長
3月26日��～4月6日�

県立病院前新庄駅前中　山萩野小学校前土　内
8：208：178：078：007：40

土　内萩野小学校前中　山新庄駅前県立病院前
14：0013：4013：3313：2313：20
16：2516：0515：5815：4815：45

県立病院前新庄駅前本宮町芦　沢
9：239：209：109：00

芦　沢本宮町新庄駅前県立病院前
15：0314：5314：4314：40

県立新庄病院 

玄関 

山
交
バ
ス
停
留
所 市営バス停留所 

※市営バスの停留所は県立新庄病院の玄関前です。 

　3月中旬から4月中旬までの約1カ月間は、就職や進学、転勤
などによる住民異動届等が集中し、市民課の窓口が大変混雑
します。窓口の混雑緩和と利用者の便宜を図るため、転入・転
出・転居届の取り扱い時間を延長 します。
　また、小学校修了前のお子さんが一緒に転入された場合に
は「児童手当の手続き」が、就学前のお子さんが一緒に転入さ
れた場合には「乳児医療証の交付手続き」が必要になることも
ありますので、福祉事務所と健康課でも時間を延長し、住民異
動届に関連する事務を取り扱います。

●時間　午後7時 まで
　（3月31日�・4月1日�は午前9時～午後1時）

◆◇◆ ご注意を！ ◆◇◆
●住民異動届は、運転免許証などで本人確認をさせていた
だきます。
●各種届出を本人と同一世帯以外の人が行う場合は、委任
状が必要になる場合もあります。
●住民異動の届出にともない、他部署での手続きが必要に
なる場合もあります。事務取扱時間などを事前に確認したうえ
でご利用ください。

【住民異動の届出期間】
●転出　他の市区町村へ転出するおおむね14日前から
●転入・転居　他の市区町村からの転入や市内で転居した場
合は、新しい住所に異動した日から14日以内

かむてん号運行時刻表 

県立病院前 
しんじょう市営バス 

かむてん号のりば 

県立病院前  



いきいき

新庄人
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　「発明作品が完成すると、うれしさと同時にまた新し

いアイデアが浮かんできます」と語る大内さんは、40

年のキャリアを持つアマチュア発明家です。

　｢最初の発明品は旧国鉄時代に仕事の効率を上げる

ために製作した線路の製図に使う定規です。図面上で上

下左右自由に可動する仕組みで、数日間かかっていた作

業を数時間程度でできるようになり、評価されたことが

きっかけで本格的に取り組むようになりました。

　今までに製作した作品は約40個。材料は、日用品や雑

貨など身の回りにある安価なものを使っています。毎日

の生活の中にはさまざまなヒントがあり、次々にアイデ

アが浮かんできます。失敗することもありますが、新し

いアイデアが浮かんだときに改良していきます。

　おととし妻が他界し家事の大変さを身をもって感じま

した。わたしのような高齢者が一人でも快適に生活でき

るようになればと思い、最近は高齢者の生活を便利にす

る作品に力を入れています。重い荷物やごみ袋を運ぶと

きに便利な“荷運びおたすけバンド”や玄関先などで

立ったまま手軽に使える“はき物整理君”、リハビリや腕

の運動をするためのゲームやトレーニング用具なども

作っています」

　大内さんは、昨年10月にゆめりあで開催された県発

明くふう展に出品した“屋内外兼用ごみ箱”で奨励賞を

受賞しました。

　「受賞した“屋内外兼用ごみ箱”にはすでに新しいアイ

デアがあります。もっと手軽に便利に使えるように改良

していきたいと思います。今度は全国大会での優勝を目

指して作品づくりに取り組んでいます。

　今年は最上少年少女発明クラブの指導員の要請もあ

りますので、地域の子どもたちに発明の楽しさを伝えて

いきたいと思います。また、これからますます高齢化社

会が進んでいきますが、地域の高齢者が元気に生活で

きるよう少しでも力になりたいです。

　毎日の生活の中

にあるヒントをアイ

デアにかえて楽し

く発明を続けてい

きたいです」と大内

さんは、いきいきと

した笑顔で話してく

れました。

発明で
いきいき元気に ！

 大内    昭 さん（松枝）
おおうち あきら
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縁
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民
話
は
子
ど
も
だ
ま
し
と
考
え
る
人

も
居
る
と
聞
く
が
、
ど
う
し
て
ど
う
し

て
新
庄
を
検
証
す
る
歴
史
の
刻
印
が
内

在
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

戸
沢
藩
の
民
話

�
新
庄
藩
江
戸
家
老 

野
村 
敬
子
さ
ん

（ 
民
話
研
究
家 
）



季節の話題・市政の動き・催しなどを 
紹介するページです 
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なつかしいお雛さま
春を待つ、たおやかな雛人形たちと題し

て開催されている新庄のひなまつり展。日

本最大級の享保雛や古今雛の段飾り、土

人形、錦絵など1,693点を展示。会場を訪

れた人からは、「子どものころおばあちゃん

の家に飾られていたお雛さまにそっくり」な

ど、展示されている人形の数に驚きながら

も、昔を懐かしむ声が聞かれました。

楽しいお話の世界
子どもたちに本の楽しさを知ってほしいと

開催された「こどもふゆのつどい」。図書

館ボランティア“かやのみ会”やガールスカ

ウト、図書館の職員が大型紙芝居と絵巻

絵本などで「注文の多い料理店」「どろん

こハリー」「きんぴらたろう」などの話を次々

と披露しました。会場の子どもたちは、楽

しいお話の世界に引き込まれるかのように、

瞬きもせずに見入っていました。

これからの新庄を語る
新庄市表彰を受賞された押切六郎さん

（本合海）と大友義助さん（北町）による座

談会が開催されました。テーマを「新庄の

地域おこしを語る」として、新庄・最上地

域の発展を観光の面から検証しつつ、産

業・経済と教育・文化という異なる分野で

活躍する中で思い描いてきた、今後の新

庄の姿を率直に語り合いました。

市総体スキー競技
今年の大会は降雪量が少なく開催が危

ぶまれる状態で行われました。７クラスに

42人がエントリー。各クラスの優勝者は次

のとおりです。【男子】小学生低学年／加
藤慧悟（沼田）同高学年／齋藤大慎（新

庄）一般／小松憲一（新庄スキー愛好

会）シニア／五十嵐淳二（城南町）

 【女子】小学生低学年／小田はるな（沼
田）同高学年／佐藤メイ（日新）シニア／

星川満子（葛麓スキークラブ）

▲第24回新庄のひなまつり展（1月31日～4月3日／ふるさと歴史センター）

▲こどもふゆのつどい（2月3日／市立図書館）

▲森林資源を生かしたエネルギー利用を学んだ第5回最上
地域バイオマスフォーラム（2月10日／市民プラザ）

▲新庄市表彰受賞記念・雪国座談会「新庄の地
域おこしを語る」（2月10日／雪の里情報館）

▲地域での活動を本音で語り合った山形地域
づくり「本音」フォーラム（2月17日／ゆめりあ）

▲第28回市総体スキー競技（2月11日／市民
スキー場）
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▲新庄こども語りまつりで市内5小学校の26児童が民話語りを披露（2月24日／ふるさと歴史センター）

▲新庄市出身の大野雄太さん（ホルン奏者）と井上雅人さん（バリトン歌手）が共演した山形交響楽団「ふるさとの演奏家」（2月25日／市民文化会館）

■平成18年中に叙勲等の栄に浴された方
【福祉功労】梅本智子（泉田）／老人福祉功労
県知事感謝状
■あじさい表彰【学生教育文化功労】
西田恵里佳（新庄北高）＝現代詩
■あじさい奨励【学生教育文化功労】
【小学生】佐藤瑠香（新庄）＝版画、梅津なごみ
（沼田）＝読書感想文、田中つぐみ、高橋研人、
植木涼太、鈴木良太（昭和）＝統計グラフ【高校
生】庄司平（新庄北）＝詩、田中福美華（新庄
北）＝工芸、松田文佳（新庄南）＝料理、庄司千
恵子（新庄南）＝書道、斉藤岬（新庄東）＝民謡
【団体】新庄小＝合唱
■あじさい奨励【スポーツ振興関係】
【小学生】空手／齋藤沙希（北辰）笹原渉平（泉
田）齋藤蓮（北辰）元木貴（本合海）柔道／叶内
大誠（日新）【中学生】空手／仙台充功（明倫）
伊藤秀（日新）叶内奨也（日新）小林穂薫（新
庄）国分円香（新庄）柔道／阿部千里（新庄）
ボーリング／越後拓真（日新）【高校生】ボクシ
ング／高橋仁（新庄南）山科麻伊（新庄東）バド
ミントン／森知宏（新庄南）佐藤有純（新庄南）
【一般】バドミントン／沼澤さゆり（新庄地区バ
ドミントン協会）柴田美恵子（新庄地区バドミン
トン協会）ターゲットバードゴルフ／三澤睦美
（新庄ターゲットバードゴルフ協会）【団体】サッ
カー／泉田サッカースポ少空手／新庄中空手
道部柔道／丹野柔道スポ少相撲／日新中相
撲部軟式野球／沼田ブルーリトルソルジャー
ズスポ少
■財団法人新庄市体育協会体育表彰
功労賞 野球／岸好正ソフトテニス／沓澤卓男
殊勲賞 個人【中学生】空手／仙台充功（明倫）
土田秀成（明倫）佐々木梓（明倫）海藤佳奈（新
庄）国分円香（新庄）小林穂薫（新庄）伊藤秀
（日新）叶内奨也（日新）柔道／阿部千里（新
庄）【高校生】陸上／岸真貴子（新庄南）ボクシ
ング／山科麻伊（新庄東）高橋仁（新庄南）バド
ミントン／森知宏（新庄南）佐藤有純（新庄南）
【一般】ボクシング／八鍬譲（新庄アマチュアボ
クシング協会）バドミントン／沼澤さゆり（新庄
地区バドミントン協会）板垣尚美（新庄地区バ
ドミントン協会） 柴田美恵子（新庄地区バドミ
ントン協会）【団体】空手／新庄中空手道部、日
新中空手道部男子、日新中空手道部女子奨励
賞 個人 空手／元木貴（新庄市空手道スポ少）

てえたたを光栄

▲ 「伝えよう！ボランティア」交流会
　（2月17日／ゆめりあ）

▲ちゃれんこ第5回公演
（2月18日／市民文化会館）

土田秀治（新庄市空手道スポ少）団
体 空手／新庄市空手道スポ少サッ
カー／泉田サッカースポ少軟式野球
／沼田ブルーリトルソルジャーズス
ポ少バドミントン／日新バドミントン
スポ少
■第43回新庄市読書感想文コンクール
最上育英会賞植木涼太（昭和小）渡
辺もも（日新中）津田亜衣（新庄東
高）優秀賞【小学校の部】矢作壮生
（泉田）田宮千尋（日新）早坂隼樹（沼

田）村上文香（新庄）阿部優真（新庄）
滝田崇人（日新）松田紳矢（日新）佐
藤謙友（山屋）佐々木梢（沼田）今野
朋紀（新庄）佐藤涼太（泉田）【中学校
の部】佐藤瑞紀（明倫）矢作祥子（新
庄）本間千聡（日新）姉崎壮一郎（新
庄）佐々木麻衣（明倫）【高等学校の
部】黒坂理恵（新庄神室産業） 
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

新庄中学校吹奏楽部
第4回定期演奏会

○3月26日�午後6時30分開演
○市民文化会館大ホール
◎新庄中学校・斎藤 �22-1555

▼
対
象
団
地 
玉
の
木
団
地（
1
戸
）

／
8
、3
0
0
円
〜
1
3
、7
0
0

円
、野
際
団
地（
1
戸
）2
5
、0
0

0
円
〜
4
1
、4
0
0
円

▼
資
格 
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
、②

同
居
親
族
が
い
る（
婚
約
者
可
、　60

歳
以
上
単
身
可
）、③
収
入
基
準
に

合
う（
収
入
の
わ
か
る
書
類
が
必

要
で
す
）④
税
金
の
未
納
が
な
い

▼
申
し
込
み 
3
月　

日
�
〜　

16

26

日
�

▼
受
付
時
間 
午
前
8
時　

分
〜

30

午
後
5
時（　

日
、　

日
は
午
後
7

23

26

時
ま
で
）

※
優
先
入
居
に
よ
り
抽
選
が
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。内
覧
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

�
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室

�
内
線 
5
2
3
・
5
2
4

四
季
の
唱
歌
を
歌
う
教
室

▼
と
き 
4
月
3
日
�
〜　

月
の
第

12

1
火
曜
日
午
後
1
時　

分
〜
2

30

時　

分 
▼
講
師 
東
海
林
豊
さ
ん

30
▼
年
会
費 
2
0
0
円

▼
定
員 　

人
25

▼
申
し
込
み 
3
月　

日
�
ま
で

24

茶
道
教
室

▼
と
き 
4
月
7
日
�
か
ら
毎
月
第

1
・
最
終
土
曜
日
午
後
7
時
〜
9
時

▼
講
師 
大
泉
妙
子
さ
ん（
表
千

家
） 
▼
会
費 
月
1
、5
0
0
円

▼
持
ち
物 
白
い
く
つ
下
・
は
ん
か
ち

▼
申
し
込
み 
3
月　

日
�
ま
で

31

※
親
子
で
の
参
加
も
ど
う
ぞ 

�
わ
く
わ
く
新
庄  
��　
―

0
1
9
7

23

▼
対
象 
初
心
者
、未
経
験
者

▼
と
き 
毎
月
第
3
日
曜
日
午
前

9
時
〜　

時　

分

10

20

▼
と
こ
ろ 
市
民
プ
ラ
ザ

▼
講
師 
大
友
義
助
さ
ん

▼
年
会
費 
4
、0
0
0
円

▼
申
し
込
み 
4
月　

日
�
ま
で 

12

�
新
庄
古
文
書
の
会
・
大
場

 

��　
―

2
7
8
6

29

▼
対
象 
高
校
生
以
上
で
弓
道
に
興

味
の
あ
る
人 
▼
練
習
会 
毎
週
火

曜
日
、木
曜
日
、金
曜
日
、土
曜
日

の
午
後
7
時
〜
9
時 
▼
と
こ
ろ 
市

武
道
館
弓
道
場 
▼
年
会
費 
1
6
、

0
0
0
円（
初
心
者
）

▼
申
し
込
み 
随
時
練
習
会
で 

�
新
庄
弓
道
連
盟
・
竹
内

 

��　
―

7
7
3
7

28

▼
と
き 
4
月　

日
�
毎
週
水
曜

11

日
午
後
7
時
〜
8
時　

分
30

▼
と
こ
ろ 
市
民
プ
ラ
ザ

▼
講
師 
金
美
愛
さ
ん

▼
受
講
料 
月
1
、5
0
0
円
程
度

▼
申
し
込
み 
3
月　

日
�
ま
で 

31

�
事
務
局
・
伊
豆
倉

 

��　
―

6
3
6
9

22

▼
受
験
資
格 
昭
和　

年
4
月
2

53

日
〜
昭
和　

年
4
月
1
日
生
ま

61

れ
の
人
、昭
和　

年
4
月
2
日
以

61

降
生
ま
れ
で
大
学
卒
業（
見
込
み
）

の
人

▼
採
用
予
定
数 
労
働
基
準
監
督

Ａ（
法
文
系
）約　

人
、労
働
基
準

50

監
督
Ｂ（
理
工
系
）約　

人
20

▼
受
付
期
間 
4
月
2
日
�
〜　
13

日
�

▼
1
次
試
験 
6
月　

日
�

10

▼
2
次
試
験 
7
月　

日
�
〜　

24

25

日
� 

�
新
庄
労
働
基
準
監
督
署

 

��　
―

0
2
2
7

22

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

「探しています」と「お譲りします」の内容が反対でした。お詫びして訂正いたします。

わ
く
わ
く
新
庄

各
種
教
室
受
講
生
募
集

○とき 4月3日�～7月22日�
○ところ 雪の里情報館
○内容 四季折 の々滝の写真30点を
展示（期間中に一部入れ替えします）
◎入場無料です。詳しくは、雪の里情
報館へ。  �22-7891

　野菜づくりに汗をかいて、収穫の楽
しみを味わってみませんか。
○ところ
　下西山地区
○区画面積
　1区画約50㎡
○入園料金
　1区画3,000円
○申し込み
　3月28日�まで
　農林課にある所定の用紙で
◎希望者多数の場合は抽選となりま
す。詳しくは、農林課農林振興室へ。  

�内線269

市民農園入園者募集

○とき 3月22日�
　　　 午前9時30分～11時30分 
○ところ ゆめりあ会議室
○発表団体 LINKS、泉田フェスティ
バル実行委員会、hottoする会、芸術
文化振興市民ネット新庄、子育てネッ
トワークバルボンさん、くれよんはうす
※どなたでも参加できます。
◎詳しくは、総務課協働改革室へ。

�内線215

平成18年度
協働パイロット事業発表会

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

新
庄
弓
道
連
盟

弓
道
会
員
募
集

韓
国
語
サ
ー
ク
ル

受
講
生
募
集

古
文
書
を

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

至鮭川村 

陸羽西線 

至飛田 川西町 

下西山 

●
あ
た
ご
町 

雪を追い続ける作家シリーズ46

 命水の旅
本間幸俊滝の作品展
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お・知3月の

▼
期
間 
4
月
2
日
�
〜
5
月　
31

日
�
午
前
9
時
〜
午
後
4
時（
平

日
の
み
）

▼
と
こ
ろ 
税
務
課
資
産
税
室（
本

庁
舎
1
階
西
）

▼
必
要
な
も
の 
免
許
証
・
保
険
証

な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

に
よ
り
自
己
資
産
以
外
の
評
価
額

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
所
有
者

の
氏
名
、住
所
、課
税
標
準
額
は
記

載
さ
れ
ま
せ
ん
。縦
覧
で
き
る
人
は
、

市
内
に
土
地
・
家
屋
を
有
す
る
納

税
者
で
す（
手
数
料
は
無
料
で
す
）。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

自
己
資
産
の
情
報
を
確
認
で
き

る
と
と
も
に
、借
地
・
借
家
人
な
ど

も
使
用
・
収
益
部
分
を
閲
覧
で
き

ま
す
。閲
覧
で
き
る
人
は
固
定
資

産
の
所
有
者
・
納
税
義
務
者
で
す
。

そ
れ
以
外
の
人
が
閲
覧
す
る
場
合

は
、代
理
人
選
任
届
が
必
要
で

す
。 （
縦
覧
期
間
中
／
4
月
2
日

〜
5
月　

日
は
無
料
） 

31

�
税
務
課
資
産
税
室

�
内
線 
1
4
4
・
1
4
5

▼
と
き 
3
月　

日
�
午
前　

時

23

10

〜
午
後
6
時

▼
と
こ
ろ 
ゆ
め
り
あ
も
が
み
体
験

館
内
小
会
議
室

▼
内
容 
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
無
料
相
談  

�
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

��
0
8
0
―

1
8
0
9
―

0
3
0
2

▼
期
間 
3
月　

日
�
〜
4
月　

20

20

日
��
▼
内
容 
期
間
中
は
偽
装
請

負
・
不
払
い
残
業
を
中
心
に
労
働

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。こ
の
期

間
以
前
・
以
後
も
労
働
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
労
働
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
0
1
2
0 
―

3
7
8 
―

0
6
0 

�
県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

��
0
2
3
―

6
2
3
―

4
0
1
0

　
「
預
金
保
険
制
度
」は
、万
が
一

金
融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
に
、

預
金
者
の
保
護
や
資
金
決
済
の
履

行
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ
り
信

用
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。国
内
に
本
店
が
あ

る
金
融
機
関
は
制
度
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、万
が
一
金
融

機
関
が
破
綻
し
た
場
合
で
も
、決

済
用
預
金
で
全
額
、一
般
預
金
で

は
元
本
が
1
、0
0
0
万
円
ま
で
と

そ
の
利
息
な
ど
が
保
護
さ
れ
ま
す
。  

�
東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

��
0
2
3
―

6
4
1
―

5
1
7
7

○広報しんじょうお知らせ版10月24日号のフリーマーケット情報の

偽
装
請
負
・
不
払
い
残
業

撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

固
定
資
産
に
関
す
る

情
報
を
開
示
し
ま
す

ご
存
知
で
す
か
？

預
金
保
険
制
度

　

保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
と
、

将
来
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。速
や

か
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

低
所
得
で
納
付
が
困
難
な
場
合

は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。  

�
新
庄
社
会
保
険
事
務
所
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し
ば
ら
く
改
正
し
て
い
な
か
っ
た

「
業
務
単
価
」を
見
直
し
た
結
果
、

各
工
種
の
単
価
が
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

�
新
庄
・
最
上
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

催しなど

4
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
の

業
務
単
価
が
変
わ
り
ま
す

県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談 　
 
最
上

in

 
�とき 3月 25日�
　　　午前9時30分～午後6時
�内容  旬野菜、花、農産物販売、焼
きおにぎり屋台、先着200名に花の苗
プレゼント
◎詳しくは、産直まゆの郷�23-5007、
農林課バイオマス推進室�内線267へ。

 
�と  き 3月 28日�午前9時30分～
�ところ 市民プラザ大ホール
◎入場無料です。詳しくは、事務局・
今野へ。  �22-6930

 
元気なうちからはじめよう！介護予防
�対象 60歳以上（定員50人）
�と  き 3月 29日�午後1時～2時30分
�ところ 市民プラザ小ホール
�内容 ①講演「膝や腰の痛みと介
護予防」、講師／鈴木整形外科医院
鈴木俊博氏②いすに座って軽体操
�申し込み 3月27日�まで
◎入場無料です。詳しくは、健康課健
康推進室へ。  �内線514

 
�と  き 4月1日�～3日�
�ところ 新庄駅前通り商店街、南・
北本町商店街、中央通り商店街
◎詳しくは、新庄TCMへ。  �28-8319

 
�と  き 4月 22日�
　　　 午前10時～午後3時
�ところ 東山陶瓶庵（東山焼地内）
�茶券 1,000円（抹茶2席／当日可）
�主催 涌井宗有社中、田宮宗知社中
◎詳しくは、涌井宗有へ。 
 �22-3122  

「産直まゆの郷」 旧節句のひなまつり

はつらつカラオケすみれ発表会

介護予防講演会

新庄まちなかひなめぐり
おひなさま見ぃきました～

新庄藩ゆかりの茶会

献血・骨髄バンクドナー登録会
○3月23日�午前9時～午後4時
○ゆめりあ「花と緑の交流広場」
◎健康課健康推進室 �内線514
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核
家
族
や
働
く
女
性
が
増
え
、子
育

て
に
つ
い
て
の
不
安
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、物
質
的
に
豊
か
な
社
会

の
中
で
、子
ど
も
の
し
つ
け
も
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

思
う
よ
う
に
い
か
ず
周
囲
に
話
す
相

手
も
い
な
い
と
き
は
、一
人
で
悩
ま
ず

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。お
子
さ
ん
に

と
っ
て
よ
り
良
い
方
法
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

相
談
方
法
は
、福
祉
事
務
所
で
の
面

接
相
談
の
ほ
か
、電
話
や
訪
問
に
よ
る

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。相
談
の
内
容

に
よ
っ
て
、保
健
師
、児
童
相
談
所（
最

上
駐
在
専
門
員
）、教
育
相
談
員
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
相
談
を
行
い

ま
す
。相
談
員
が
不
在
の
と
き
も
あ
り

ま
す
の
で
、相
談
を
希
望
す
る
場
合
は

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

虐
待
か
ら
児
童
を
守
る
た
め
に

　

残
念
な
こ
と
に
、こ
こ
数
年
全
国
的

に
虐
待
に
よ
る
児
童
の
死
亡
事
故
が
増

加
し
て
い
ま
す
。厚
生
労
働
省
の
調
べ

に
よ
る
と
、平
成
十
六
年
度
の
一
年
間

「
子
育
て
の
現
場
か
ら
Ⅱ
」

　

福
祉
事
務
所
児
童
支
援
室
に
は
、申

請
や
相
談
の
た
め
多
く
の
方
が
訪
れ
ま

す
。お
母
さ
ん
の
腕
の
中
で
安
心
し
て

眠
っ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
や
、お
母
さ
ん
と

手
を
つ
な
い
で
歩
い
て
く
る
か
わ
い
い

お
子
さ
ん
を
見
る
と
、こ
れ
か
ら
家
族

や
友
だ
ち
、地
域
の
人
た
ち
と
か
か
わ

り
な
が
ら
健
や
か
に
成
長
し
て
ほ
し
い

と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

家
庭
児
童
相
談
室
の
取
り
組
み

　

児
童
支
援
室
内
の
家
庭
児
童
相
談
室

で
は
、相
談
員
が
十
八
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
の
養
育
の
悩
み
に
つ
い
て
、次
の

よ
う
な
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
育
児
、し
つ
け
に
つ
い
て

②
子
ど
も
の
性
格
や
行
動
に
つ
い
て

③
保
護
者
の
病
気
や
離
婚
な
ど
に
よ
る

養
育
の
悩
み
に
つ
い
て

④
学
業
不
振
や
い
じ
め
に
つ
い
て

⑤
病
弱
、障
害
に
つ
い
て

⑥
非
行
や
問
題
行
動
に
つ
い
て

⑦
虐
待
に
つ
い
て

で
、五
十
八
人
の
幼
い
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

幼
い
子
ど
も
は
無
力
で
、親
や
大
人

を
全
面
的
に
信
頼
し
て
い
ま
す
。大
人

は
そ
れ
に
応
え
、子
ど
も
の
生
き
る
権

利
を
し
っ
か
り
守
り
育
て
て
い
く
責
任

が
あ
り
ま
す
。

　

市
の
児
童
相
談
室
に
も
、毎
年
何
件

か
の
虐
待
に
関
す
る
相
談
や
連
絡
が
あ

り
ま
す
。子
ど
も
の
け
が
や
心
の
傷
が

残
ら
な
い
よ
う
に
早
め
の
対
応
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り

福
祉
事
務
所
が
虐
待
の
連
絡
窓
口
に
な

り
ま
し
た
。心
配
だ
な
と
思
っ
た
ら
、す

ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

虐
待
防
止
と
健
全
な
子
育
て
は
、大

切
な
大
人
の
役
割
で
す
。

◎
福
祉
事
務
所
家
庭
児
童
相
談
室

�
内
線
5
4
7

「
大
人
が
は
ぐ
く
む
子
ど
も
の
心
」 

 
市
が
平
成
十
七
年
度
に
策
定
し
た「
い
の
ち
輝
く
新
庄 
も
み
の
木
教
育
プ
ラ
ン　

」
21

の
具
現
化
は
、学
校
教
育
だ
け
で
目
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
、 地
域
、 学
校
に
お
い
て
、 人
づ
く
り
を
支
え
る
大
人
の
役
割
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す 
。

― 人づくりを支える大人の役割 ―

　

前
回
触
れ
た
、新
庄
市
以
外
に
あ
る

戸
沢
氏
関
連
の
遺
物
の
う
ち
、最
も
見

ご
た
え
の
あ
る
も
の
は
、高
野
山
に
あ
る

戸
沢
家
の
供
養
塔（
九
基
）で
あ
ろ
う
。

　

高
野
山
は
、約
一
二
〇
〇
年
前
、弘
法

大
師（
空
海
）が
開
い
た
真
言
宗
の
総
本

山
で
あ
る
。菩
提
寺
の
宗
派
が
異
な
る
の

に
、戸
沢
家
の
供
養
塔
が
高
野
山
に
あ

る
の
は
一
見
不
思
議
で
あ
る
が
、こ
れ

は
、古
来
か
ら
の
日
本
人
特
有
の
考
え

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。つ
ま
り
、人
々

が
死
ん
だ
後
の
魂
は
近
く
の
山
に
還
る

と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
霊
山
と
な
っ
て
い
る
。山
形

県
で
代
表
的
な
霊
山
が
山
寺
で
あ
り
、

こ
こ
に
も
新
庄
藩
二
代
藩
主
・ 
正
誠 
の

ま
さ
の
ぶ

墓
が
、奥
の
院
境
内
の
岩
窟
に
祭
ら
れ

て
い
る
。同
様
に
高
野
山
も
、昔
か
ら
死

者
の
霊
魂
の
還
る
山
と
し
て
広
く
信
仰

さ
れ
、特
に
、中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て

は
、中
央
の
貴
族
、天
下
の
諸
大
名
な
ど

の
墓
・
供
養
塔
が
数
多
く
建
立
さ
れ
た
。

奥
の
院
へ
の 
鬱
蒼 
と
し
た
杉
木
立
の
参

う
っ
そ
う

道
沿
い
に
は
、秀
吉
は
じ
め
、ま
さ
に
歴

史
上
の
名
だ
た
る
人
た
ち
の
墓
が
立
ち

並
び
、異
次
元
の
世
界
に
足
を
踏
み
入

れ
た
気
持
ち
に
な
る
。

　

戸
沢
家
の
供
養
塔
は
、奥
の
院
の
中

高
野
山
の
戸
沢
家
供
養
塔

① ｢ おかしい ｣と感じたら迷わず連絡（通告）
（通告は義務＝権利）
② ｢しつけのつもり…｣は言い訳
（子どもの立場で判断）
③ ひとりで抱え込まない
（あなたにできることから即実行）
④ 親の立場より子どもの立場
（子どもの命が最優先）
⑤ 虐待はあなたの周りでも起こりうる
（特別なことではない）

子どもを虐待から守るための5か条
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NOW!

～図書館はオアシス～ 「いじめ撲滅アピール」発信 ！
～市内各中学校生徒会の取り組み～

　

全
国
的
に「
い
じ
め
問
題
」が
深
刻
化

し
て
い
る
中
で
、市
内
の
各
中
学
校
で

は
、生
徒
会
が
主
体
と
な
り
自
主
的
な

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
に
、各
校
の
生
徒
会

が
、生
徒
指
導
担
当
の
先
生
と
連
携
し

な
が
ら
、い
じ
め
撲
滅
へ
向
け
た
独
自

の
取
り
組
み
を
検
討
し
、具
体
的
な
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
内
容
に
つ
い
て
は
、全

生
徒
を
対
象
に
し
た
い
じ
め
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、自
校
の
問
題
点

の
整
理
、全
校
へ
の
呼
び
か
け
文
を
作

成
し
た
り
、共
通
行
動
を
確
認
し
た
り

す
る
も
の
で
す
。中
に
は
、生
徒
間
の
人

間
関
係
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、全
校

生
で「
フ
ォ
―
ク
ダ
ン
ス
」を
踊
る
と
い

う
ア
イ
デ
ア
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、二
月
二
十
一
日
に
は
、市
民

プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、各
校
の
生
徒
会
執

行
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
持
ち

よ
り
、市
内
全
校
に
よ
る「
い
じ
め
撲
滅

ア
ピ
ー
ル
」へ
向
け
た
真
剣
な
話
し
合

い
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
、中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
方
々
に
も
見
守
っ

て
い
た
だ
き
、と
て
も
充
実
し
た
会
議

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
場
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
も

と
に
原
案
を
作
成
し
三
月
八
日
に
は
、

「
ゆ
め
り
あ
」を
会
場
に
、「
い
じ
め
撲
滅

ア
ピ
ー
ル
」が
採
択
・
宣
言
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
各
中
学
校
の
取
り
組
み
を
多
く

の
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し「
い
じ
め
撲
滅
」

に
向
け
た
運
動
を
今
後
も
継
続
し
て
広

げ
て
い
き
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

�おまけのじかん  .................あまん きみこ
�森のネズミのさがしもの  .....岡野　薫子
�ぷきゅっ  ..............................かさい  まり
�デイジー、スパイになる  ....ニック・シャラット
�ぴょこたんのめいろ101  ....このみ ひかる
�ひとり日和  ........................青山　七恵
�鈍感力  ............................渡辺　淳一
�駆け込み、セーフ？  .............酒井　順子
�私のスフレ  .......................林　真理子
�喪失  ................................森村　誠一
�海亀に乗った闘牛士  ............青野　聰
�無銭優雅  .........................山田　詠美
�ラスト・イニング  ................あさの あつこ
�夢を与える  ...........................綿矢  りさ
�たぶん最後の御挨拶  ........東野　圭吾
�戦場のニーナ  ....................なかにし  礼
� 100万分の1の恋人  .............榊　邦彦
�オニがきた  ........................大道　珠貴
�所轄刑事・麻生龍太郎  .....柴田  よしき
�青に候  .............................志水　辰夫
�かげろう  ...........................藤堂志津子
� 5  ....................................佐藤　正午
�悲しき人形遣い  ................梶尾　真治
�クジラの彼  ...........................有川　浩
�四文字の殺意  ..................夏樹　静子
�ミハスの落日  ....................貫井　徳郎
�マイ・バレンタイン2007年  ....シェリル・ウッズ
�父・藤沢周平との暮し  .......遠藤　展子
�病気にならない生き方2 実践編
　  .......................................新谷　弘美
�絶滅危惧の昆虫事典  .......井上　洋一
�｢手作り食品｣レシピ  ..............尾崎　文

『 家  縁  大阪おんな三代』
か えん

今井美沙子 著

●開館時間 午前10時～午後6時
●休 館 日 毎週月曜日、祝日
◎市立図書館　�22-2189

　 舅 との日々を綴った｢もった
しゅうと

いないじいさん」で話題になっ
た著者が、今度は明治生まれの
大姑、大正生れの姑との間で右往左往
する自らを描いた。今井家に嫁いだ、おんな三
代の涙と笑いの感動の物語。

新着図書

　雪がとけて、日脚が伸びてくると、｢どこか遠
くに行ってみたい｣と思ってしまいます。時刻表
を片手に、本の中での鉄道の旅はいかがでしょ
う。旅案内、鉄道や駅が重要なテーマになって
いる文学作品を数多く展示します。

● 今月のテーマ展示 ●

「 鉄道の旅 」

の
橋
と
御
廟
橋
と
の
ほ
ぼ
中
間
の
参
道

か
ら
少
し
山
手
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

り
、近
く
に
は
千
姫
の
供
養
塔
も
あ
る
。

約
六
メ
ー
ト
ル
四
方
の
区
画
の
中
に
九

基
の
五
輪
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、刻

ま
れ
た
字
が
読
め
る
の
は
三
基
だ
け
で

あ
る
。そ
れ
ら
は
、藩
祖
政
盛（
建
立
年

代
未
詳
）、二
代
正
誠（
享
保
七
年
―
一

七
二
二
建
立
）、政
盛
の
後
室 
普  
照  
院 

ふ 

し
ょ
う 
い
ん

（
天
慶
院
）（
万
治
元
年
―
一
六
五
八
建

立
）の
も
の
で
、あ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
戸
沢
家
一
族
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

近
年
、こ
れ
ら
の
供
養
塔
の
一
部
が

傾
き
倒
れ
か
け
て
い
た
が
、平
成
十
年

の「
新
庄
市
民
号
」で
訪
問
し
た
折
、市

民
の
善
意
の
寄
付
に
よ
り
改
修
さ
れ

た
。　 

（
生
涯
学
習
課
）

▲市内各校生徒会執行部会議（2月21日／市民プラザ）

今月のおすすめ
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 古峰 神社と東山三十三観音
ふるみね

～県指定天然記念物～

食は暮らしに密着したものであり、地域に伝わる大切な歴
史と伝統として、これからも継承していきたいと、NPO法
人芸術文化振興市民ネット新庄が男の料理教室を開
催。日ごろ包丁をにぎる機会が少ないお父さんたち50人
が参加し、おいしそうにできあがった天ぷらと紅白なますに
舌つづみを打っていました。

そのさじ加減が
むずかしい
～男の料理教室～

��月末現在の新庄人
40, 535人 （40, 905人 ）

21, 101人（21, 290人 ）女

19, 434人（19, 615人 ）男

13, 467世帯（13, 454世帯）世帯数

1月の異動

23人（19, 833人）出　生

43人（19, 839人）死　亡

42人（19, 870人）転　入

69人（19, 859人）転　出

※（　）は1年前の住民基本台帳

再生紙100％と環境にやさしい 
大豆油インキを使用しています 

東山総合公園の一角、東北自然歩道『新奥の細道陣峰市民の
森とやきものの道』の入口に、昭和52年、多くの市民の賛同と
協力により『東山三十三観音』が建立された。三十三観音は、衆
生（しゅじょう／すべての生き物）の諸難を救い、願いをかなえ、
すべてにわたって教え導いて善に進ませることを説く観音菩薩
の三十三身である。この三十三観音は、楊柳・竜頭・持経・円
光・遊戯・白衣・蓮臥・滝見・施薬・魚籃・徳王・水月・一葉・青
頸・威徳・延命・衆宝・岩戸・能静・阿耨・阿摩提・葉衣・瑠璃・多
羅・蛤蜊・六時・普悲・馬郎婦・合掌・一如・不二・持蓮・灑水の
三十三対で、横前・関屋集落の鎮守の神として信仰されている
古峰神社から約500mの区間にこの順序で建てられている。

表　　紙
の

写　　真

　

冬
の
晴
れ
た
日
、春

の
早
い
こ
ろ
。風
の
よ
い

日
は
凧
あ
げ
だ
。今
で

は
電
線
が
多
く
な
っ
て
、

路
上
の
凧
あ
げ
は
見
ら

れ
な
い
。

　

昔
は
、自
分
で
竹
の

骨
を
削
っ
た
。骨
組
み

を
つ
く
り
、和
紙
に
絵

を
画
き
、色
を
塗
っ
て
張

る
。釣
糸
、揚
糸
、張
糸

を
つ
け
、さ
ら
に
ぶ
ん
ぶ

ん
と
鳴
る
う
な
り
の
紙

を
張
る
。最
後
に
、み
の

げ
を
な
っ
て
、尾
を
つ
け

完
成
。こ
れ
を
た
ん
ぼ

に
持
っ
て
い
き
、風
を
背

に
し
て
あ
げ
る
。

　

凧
づ
く
り
で
む
ず
か
し
い
の
は
、骨
削
り
と
釣
糸
つ
け
だ
。一
枚
凧
は

 
大
奉
紙 
一
枚
、二
枚
凧
な
ら
二
枚
分
の
大
き
さ
に
な
る
。新
庄
で
は
、

た
い
ほ
う
し

 
隠
明
寺 
勇
蔵
氏
の
つ
く
っ
た
隠
明
寺
凧
が
有
名
で
、特
に『 
般
若 
』は
そ
の
独

お
ん
み
ょ
う
じ 

は
ん
に
ゃ

特
の
絵
柄
で
知
ら
れ
て
い
る
。

絵
＝
三
条
正
美
、文
＝
笹
喜
四
郎（
昭
和
六
十
一
年
新
庄
市
発
行
）

 
凧 
あ
げ

た
こ
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